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●こんな生き物を飼っています！ 

アカハライモリ                                            

今年の５月長年飼っていたイモリの夫婦が不慮の事故でなくなってしまい、夏に

新しい仲間としてやってきた。 

まだ子供で、全長約６．５センチ。 

餌は冷凍アカムシ。 

 

アフリカツメガエルのお母さん 

お父さんは水槽を飛び出し、亡くなってしまったが、お母さんは食欲旺盛で元気。 

全長約９．５センチ（去年より約２．５センチ成長）。 

餌は鶏のレバー。 

 

アフリカツメガエルの子どもたち 

２年前に生まれた１０匹の子ガエル。 

個体差があるが、全長約２．５～３．５センチ。 

母親に似て、食欲旺盛。 

餌は冷凍アカムシ。 

 

シマヘビ 

顧問の先生が今年の夏、高校周辺から拾ってきた。 

はじめは威嚇されたが、徐々に人間になれてきている。 

これまでに２度の脱皮。脱いだ皮から推測して、 

全長約１０５センチ。無毒。 

餌は冷凍ピンクマウスを週１回。 

 

●小学生・中学生との交流活動 

8月 2日（土） 神戸学院大学附属高等学校 

近隣の小学生や中学生が約２０人，その保護者が参加。 

葉脈や葉脈標本の作成の仕方をポスターを使って説明し

たり，子供たちの手伝いをしました。 

9月 6日（土），7(日) バンドー青少年学館 

 多くの参加者が見込まれるため，400人分以上の材料を

あらかじめ用意しました。多くの子供たちが訪れました。

今回は，前回の反省を踏まえて，子供たち向けのわかり

やすい，植物の構造，道管や師管の役割など説明プリン

トを作成し配布しました。 

多くの子供たちに植物の構造の緻密さと美しさを知ってもらうことができ多様に思います。子供たちに説明

したり，質問に答えたりしたことで，私たちにもよい経験になりました。 


